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The purpose of this study was to clarify a student leader's type based on leader confidence and 
feelings of burden. The data from 66 student club’s leaders were used for statistical analysis. Four 
types were identified as a result of cluster analysis; 1) high confidence-low burden type, 2) low 
confidence-high burden type, 3) partially high confidence-high burden type, 4) low confidence-low 
burden type. Analysis of variance and multiple comparisons indicated that four types were 
significant difference in the group function and satisfaction toward the club’s membership. Finally, 
































































大学公認のクラブ・サークルの部長 35 名、副部長 2 名、





に 66 名を対象とした。性別の内訳は男子学生が 45 名、女
子学生が 21 名であった。学年の内訳は 1 年生が 30 名、2
年生が 25 名、3 年生が 10 名、4 年生が 1 名であった。 
 
（２）調査手順 























































































タ 1 は 20 名、クラスタ 2 は 24 名、クラスタ 3 は 10 名、
















































































































         表 1 リーダーの自信尺度の因子分析結果 
質問項目 Ⅰ Ⅱ 
第Ⅰ因子「他者関係自信」（α=.88）  
2.クラブ・サー クル内で協力やチー ムワー クを作り上げることができる   .887 －.069 
4.部員のモチベーションを高めることができる   .884   .003 
3.クラブ・サークル内の雰囲気を和ませることができる   .826 －.071 
1.それぞれの部員と効果的なコミュニケー ションをとることができる   .496   .349 
第Ⅱ因子「課題遂行自信」（α＝.81）   
9.必要なときには新しい手順や方法を提案することができる －.130   .869 
7.クラブ・サー クル内の失敗やミスに対して解決方法を考えることができる   .107   .709 
6.部員からのアイディアをすくい上げることができる   .048   .657 
10.部員に知識や技術を教えることができる －.123   .603 
8.クラブ・サークル内の目標を設定することができる   .139   .570 
除外項目   
5.それぞれの部員を公平に扱うことができる   .162   .322 

















示したものは、Tukey 法による多重比較を行った（表 3）。 
 







































1 年生のクラスタごとの割合は、クラスタ 1 が 26.67%（8
名）、クラスタ 2 が 46.67%（14 名）、クラスタ 3 とクラス













表 2 χ2検定の結果（人数） 
  クラスタ1 クラスタ2 クラスタ3 クラスタ4 χ2値 
学年 
n=66 
1 年生 8 14 4 4 
n.s. 
2 年生 9 7 4 5 
3 年生 2 3 2 3 
4 年生 1 0 0 0 
性別 
n=66 
男子 12 16 8 9 
n.s. 
女子 8 8 2 3 
役職 
n=66 
部長 10 13 7 5 
n.s. 
その他 10 11 3 7 
種別 
n=65 
体育系 7 8 3 4 
n.s 
文化系 13 16 7 7 
形態 
n=65 
クラブ 16 17 9 9 
n.s. 
サー クル 4 7 1 2 
 
大学におけるクラブ・サークルリーダーの類型化の試み













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 クラスタ 4 は、他者関係自信はクラスタ 3 と有意な差は
なかったが、課題遂行自信と負担感はクラスタ 3 より有意


















































 クラスタ 3 は、他者関係自信はあまり持てないが、課題
遂行自信と負担感を持っていたことから、「一部高自信・




M（SD） t 検定 
役割遂行 2.27（0.90） 3.00（0.74） t（21）＝2.12 p<.05 
ストレス対処 1.91（0.83） 2.67（0.76） t（21）＝2.44 p<.05 
 
大学におけるクラブ・サークルリーダーの類型化の試み
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